
（11）自動車排出ガス調査
はじめK

わが国に於ける自動車台数の伸びは目ざましいものがあり40年に630万台であったものが4

5年にほ1，900万台と約3倍に増加している0

埼玉県に於いても、バイパス等幹線道路の伸長は著Lく、それに伴い交通量は急増している。

1972年環境白書によれは、大気中に排出された汚染物質のうち一酸化炭素で99・7％、窒素

酸化物35．9％、炭化水素979％、イオウ酸化物10％が自動車を発生源としており、大気汚染

にしめる自動車の割合も増加しつつあると思われる0

また、県下の交通頻繁な交差点村立に於いては自動車排出ガスにかかわる苦情も多くその実態を

把達し、被害を最少限把くいとめることは急務となっている。

今年（昭和48年）5月になって、ようやく光化学スモッグの要因物質と言われる二酸化窒素の

環境基準も決定され、大気汚染対策もなされつつあるc

ここに、46年慶、47年藍と県下の主賓交差点で行なってきた自動車排出ガス調査結果を報告

する。

〔46年度〕

調査期間

昭和46年8月－47年4月（別表）

調査項目

一頭化炭素

命

二酸化窒素

炭化水素

交通量

気　象

調査地点

県下幹線道路交差点（別表）

調査測定および分所は、関係市と県公害規制課、公害センターが協力して行なった0

1）－硬化炭素

交差点およびその周辺地域に12時間連続自動ガス採取装置を設置して、大気をビニールノ～ブク

に1時間づっ吸引、採取したものを非分散塑赤外線ガス分析計（NDIR法）により分析する0

2）鉛
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転意を

窒素の

と報告

交差点と後背地把那動採取装置を設置して24時間連続して大気を吸引し、ろ紙把捕集Lた大

気中の轟を原子汲光法把より分析する。

24時間連続自動如陶芸置を用いて、交差点の大気を一牒問づっ採取装置を用いて、0．用

水酸化ナトリウム溶液に吸収させ、比色分析法によって定量する（ヤコブス法）。

ハンディーサンプラーを用いて、ヰイラーバックに交差点の大気を毎正時より30分間描集し、

水素炎イオン化検出法（FID）により分析する。

交通量パターン記録計を交差点に設置し、賓自動車以上の車輌の走行台数を測定Lた。

6）気　　象

最寄りの消防署および県で設置している常時監測定点のデーターを用いた。

自動如よる大気汚染の剰定結果は、汚染源強度とLての交通状況だけでなく、測定場所（汚染

源と試料採取位置との関酎や気象条件と関係あるはか、測定位置、測定時間などの様な測定方法

によっても影響される0装置や方法は、できるだけ－頂になるように行なったが、各地における比

或は、それらのことを考慮にいれたうえでも＼この調査がi交差点はとんどrデ∴∵ダーということ

から非常にむづかしい0又このことをも各交差点の状況を詳細に把握することも困歎するが、県下の主賓交差

点の全般的な状況は推定できる。

1）一酸化炭素

2帽40交差点の調査結果、測定の範囲内でほ特に問題となる点はみあたらない。しかし、熊

谷、大宮、浦和の3交差′馳設医している常時監視測定点でほ畏境基準を超えることもしはしはあっ

この翫年一度の調査ではみすごされる汚染状況も、一ケ月継続して行なえは、ある程度捉える

ことができると思われる。

浦和硝道17号県庁前で、交差息後背地ともに5βグ／ガを超える高濃度を記録した、ここ

でほ他の汚染魚も他の地朗比べ高く、自動車拝出ガスによる汚染がすすんでいると思われる。他

の19市22交差点では、新座市国道254号バイパスで3・69〟グ／ガ、和光254号東埼橋で

2・11βダ／㌦を検出したはかは、2〟グ／㌦未満で、後背地でほ不検出の地点も多かった。
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3）二帝化窒素

わが国に於いての環境基準は、この調査を行った時点では決められていなかったが、48年5月

告示された環境基準の1日の平均値0▼02pp皿に比べるならば全ての地点坤く通である。特出【王

口市国道122号本町交差点蕨市17号駅前通りでほ環境基準の3倍把掛、値を示している。

4）炭化水素

現在環境基準は定められておらず、測定値で評価することができないが、その絵量の平均は

1・97ppm、最高で2・9pp皿であり、光化学スモッグの生成に影響を与えていると言われてい

る飽和炭化水素と不飽和炭化水素の量の比率ほおおむね2：1であった。

〔47年度〕

調査期間

昭和47年7月一昭和48年2月（別表）

調査項目

1）一酸化炭素

2）鉛

3）二軟化窒素

4）交通量

5）気　象

調査地点

県下幹線道路交差点（別表）

調査および分析方法

調査測定および分析は、関係市と県公害規制課、公害センターが協力して行なった。

1）一酸化炭素

a：交差点付近の産物内に非分教理赤外線ガス分析計をおき、そこから吸引パイプを交差点にひ

き、20日間以上連続的に自動測定する。

b：交差点およびその周辺地域に12時限連続自動ガス採取装置を設置して、大気をビニールバ

ックに吸引、採取Lたものを非分散型赤外線ガス分析計により分析する。

2）金　3）二酸化窒素　3）交通量　5）気　象

46年鹿北同じ

調査結果

1）一酸化炭素

a：20市20交差点での調査結果、全測定地点とも大気汚染防止法刊、う道路交通法上包し録の措置を求
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めることのできるいわゆる要請基準（1時間値の月平均値10pp血）に達することはなかった。

しかし、2蛸敵は、1～2時間の単位でみると和光市国道254号バイパス東埼橋交差点で「緊急

時」の状態に達したようにしはしば高濃度になった。

また「環境基準」を超えたところほ「和光市254争リバス東埼橋交差点」「鳩ヶ谷市県道浦和

草加線昭和梧交差点」「狭山市県道所沢入間線本町交差点」「越谷靖国道4号大沢4丁目交差点」

の4地点であった。これらの地点で高濃度の出現した時の状況はいずれも朝夕のラッシュ時で無臥

あるいは弱風下であった。

b：20市のベ54地点で行なったが、全測定地点で緊急時の状況に達してほいないが、「和光

√1市駅削「所沢市日吉町」「雛市宝屋」の3地点でrl時間値のi日平均値」が10tppmを超え

2）2㌻右のベ49交差点での調査捨象すべての交差点で5βタ／ガ以下であった。比戟的高疫

慶の地点は、「和光市駅前通り」で4■06β伊／諺「所沢靖国道254号バイパス水道道路」で

3・69〟倉／ガ「威市市役所通り鹿島酒店削で3162〟ダ／ガ「越谷市大沢4丁目」で208

〟伊／〆で他ほすべて2βグ／ガ以下であった。

3）二硬化窒素

20市42交差点での調査結私大気汚染防止法に定める緊急時の状態に達した測定地点はなか

ったが、48年5月告示の「環境基準」に適合する地点は「川越市鵜頭坂」「与野市円乗院喝臣

尾市国道17号線市役所前」「上尾市旧中仙道駅前通り」の4ケ所しかなかった。特に汚染のひど

い地点は「戸田市国道王7号笹目通り－川C6∠1ppm（日平均値）「革力摘国道4号瀬崎町」

0・083pp皿「朝霞市国道254号税務大学蛙軋0．111Pp皿「朝霞市膝折田島線DSストア

前」0・068pp皿「蕨市国道17号駅前通り」0・072ppmと環境基準の3倍玖上の値を示し

た。
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